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プロ グラ ム 
 

所要

時間

～ 5

～ 15

～ 45

～ 207

～ 2

～ 30

～ 40

～ 25

～ 108

～ 3

～ 5

～ 5

～ 5

～ 5

～ 5

～ 5

～ 5

～ 5

～ 5

～ 15

～

時 間 プロ グラ ム 担 当

09:25 ～ 09:30 5
１ 、 オープニン グアナウ ン ス

 ①会場の利用について ②プロ グラ ム説明
事務局

09:30 09:35 ２ 、 開会あいさ つ 宮城理事

09:35 09:50 ３ 、 講義「 改善現場の評価・ 定着・ 標準化」 雨宮理事

10:35 10:37 ・ グループワ ーク の進め方の説明（ 質問、 資料作成、 休憩） 事務局

10:37 11:07 ・ 質問の準備タイ ム ※ワ ーク シート を 作成する 際に重要

各チーム

09:50 10:35 ４ 、 第2回テーマ「 デジタ コ 動静（ GPS ） 管理シス テム」 琉球物流運輸： 大嶺氏

10:35 14:02 ５ 、 グループワ ーク

14:02 14:27 ・ 作戦タ イ ム（ 質疑応答およ びプレ ゼン対応） 各チーム

ワ ーク シート 提出時間 ※14： 02

11:07 11:47 ・ 質問タイ ム（ A⇒B⇒C⇒Dチームの順で各10分） ）

11:47 ～ 14:02 135
・ ワ ーク シート の作成

・ お昼（ 好き な時間にお召し 上がり く ださ い）

14:40 14:45 休憩（ 5分間）

14:35 14:40 ・ Bチームプレ ゼンテーショ ン（ 5分）

15:15 15:20 ・ 講評（ A及びBチーム プレ ゼンの評価）

14:27 16:15 ６ 、 プレ ゼンテーショ ン& ディ ベート

14:27 14:30 ・ ルール説明（ A vs  B、 C vs  D） 事務局

14:30 14:35 ・ Aチーム プレ ゼンテーショ ン（ 5分）
A,Bチーム

16:1015:40 ～

砂川監事

15:20 15:25 休 憩（ 5分間）

ディ ベート15:1514:45 ～ AチームvsBチーム

15:25 15:30 ・ Cチームプレ ゼンテーショ ン（ 5分）

16:30

16:10 16:15

30

30

15:35 15:40 休憩（ 5分間）

15:30 15:35 ・ Dチームプレ ゼンテーショ ン（ 5分）

16:15 16:30 ７ 、 総評及び総括

・ 講評（ C及びDチームプレ ゼンの評価） 砂川監事

雨宮理事

Cチーム vsDチームディ ベート

C,Dチーム

各チーム

ク ロ ージングアナウ ン ス 事務局
 

 

 

  



 

 

活動報告 

日付

会場

研修目的

講師

琉球倉庫運輸株式会社 営業部 大城 寿樹

オリ オンビール株式会社 SCM 部 入稲福 歩

マルエー物流株式会社 営業部 課長 城間 大輔

株式会社琉球通運航空 経営企画室 室長 仲里 司

南西海運株式会社 山里 修

川口 浩史

琉球通運株式会社 国際物流部 主任 与那原 陽子

営業部 新垣 颯

物流センタ ー事業部 下地 静香

営業部 主任 郭 施昱

株式会社産経運輸 営業 部長 兼城 忍

株式会社沖縄経営シス テム 企画開発室 執行役員 屋比久 光

琉球物流株式会社 瀬名波 良

玉城 彩音

琉球物流運輸株式会社 運輸部 課長 補佐 白石 善秀
ト ヨ タ コ ネク テッ ド 株式会社 新事業推進室 新事業推進G 澤田 正幸
琉通ロ ジス ティ ク ス 総合研究所

理事 兼次 清勝

宮城 聡

下地 康彦

雨宮 路男

監査 砂川 孝史

琉球倉庫運輸 社長 新垣 学

那覇地域貨物運送協同組合 事務局 仲宗根 睦

今井商品開発研究所 今井 滋夫

琉球物流運輸株式会社 大嶺 真彦

琉球物流株式会社 常務取締役 友寄 正己

研修テーマ

受講者

10企業

13名

（ 敬称略）

2023年度 第二期 第２ 回ロ ジス ティ ク ス 人材育成研修 活動報告書

2024年 ２ 月20日（ 火） 9:30-16:30

アイ ム・ ユニバース てだこ ホール マルチメ ディ ア室（ 浦添市仲間1丁目9-3）

県内ロ ジス ティ ク ス 業界の次世代を 担う リ ーダーの育成

琉通ロ ジス ティ ク ス 総合研究所 理事 雨宮 路男

理事 6名

「 デジタ コ 動静（ GPS） 管理シス テム 」 について

研修内容

研修テーマ聴講（ 45分） 、 事業担当者への質疑応答（ 40分）

4名1チームによ る グループワ ーク 135分、 プレ ゼンテーショ ン（ 各チーム 5

分） 、 ディ ベート （ 各30分）

聴講者 5名

 



 

 

 

ワ ーク シート は、 表紙の最重要企画提案があり 、 4 つの視点か

ら ど う 見ま すか？と いう 内容になっている 。  

以前ま では改善事項、 企画提案、 手段、 最終目的と いった流れ

になっていたが、 今回は手段と なっている デジタ コ 動静管理を

改善の目的にどのよ う に使っていく か？と いう と こ ろになって

いる のでし っかり と 考えてほし い。  

ま た、 リ ーダーはグループの状況把握、 方向性を確認し ながら

俯瞰的な視点でも 統率し てま と めて頑張ってく ださ い。  

講義内容「 改善現場の・ 評価・ 定着・ 標準化」   

物流現場をどう 改善する かと いう こ と を全国的な講座で

展開し た資料資料をピッ ク アッ プし ている 。  

今ロ ジス ティ ク ス 業界では全国的にこ の 3 年間は標準化

をど う する かと いう こ と を考慮し ている 為、 そのよ う な

題材になっている  

ま た、 数値分析力、 工程分析力と いう のは数値をも って

良し あし が分かる 、「 工程」 順番にやる こ と の分析力をつけていく と いう のが、 ロ ジス ティ ク ス 業界に

は必要と なっていく ので、 研修でし っかり と 学んでほし い。  

 

琉球物流運輸株式会社 大嶺氏によ る 講義と 質疑応答 

  

開会あいさつ 宮城 聡 理事 

講義 雨宮 路男 理事 

研修テーマ「デジタコ動静（GPS）管理システム」 



 

 

 

 

 

 

A チーム対 B チームのプレ ゼンテーショ ン→ 

ディ ベート →講評 

C チーム対 D チームのプレ ゼンテーショ ン

→ディ ベート →講評 

 

 

  

グループワーク：1 チーム 4 名で改善施策を決め、実行ワークシートを作成します） 

プレゼンテーション（各５分）、質疑応答（１０分） 



 

 

 

A、 B チームの講評（ 勝利： A）  

資料は抜けている 部分があったが、 A チームは受け答え

がし っかり し ていた。  

B チームは資料はし っかり でき ていたが、 受け答えに少

し 時間がかかっていた。  

ディ ベート は受け答えのス ピード なので A チームの勝利

と し ま す。  

 

C、 D チームの講評（ 勝利： D）  

D チームは鋭い質問があった。 根拠に対し て質問と いう と こ ろがディ ベート 力と し てよ かった。  

そのため D チームの勝利と し ま す。  

 

 

今回のテーマになっている デジタ コ 動静

効率管理の事例紹介を聞いて、  

研修生の皆さ んは 4 人 1 組のコ ンサルチ

ームと し てどのよ う に提案する かと いう

内容になっていた。  

なので、 タ イ ト ルが重要だった。  

D チームはタ イ ト ルに対する 内容に迷い

があったのでそこ がも ったいなかった。  

実行施策で表紙と 違った内容になってい

た。  

し かし 、 物流に対し て SDGs は大切と いう と こ ろで、 そこ を考えら れた内容になっている と こ ろがよ か

った。  

ツール（ デジタ コ 等） は入れても 使わなければ意味がない。  

シス テムを入れてその情報をと る こ と で見えてく る こ と も ある 。 ド ラ イ バーの指導にも 使える 。  

ま た、 職場は明る く 元気にやれば事故は減り ま す、 そし て生産性も 上がり ま す。  

次回の研修は、 国が 2030 年に向けてフィ ジカルイ ンタ ーネッ ト を整備し よ う と いう こ と でやっている

組織の理事長 が講義し てく れま す。 なので、 次回も 楽し い研修、 身につく 研修、 皆さ んのス キルアッ プ

が会社の利益で貢献でき る よ う な研修にし たいと 思いま す。  

講評 砂川 孝史 監事 

総評及び総括 雨宮 路男 理事 


